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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　その操作手段への操作内容を判別可能な操作判別手段と、
　その操作判別手段により判別された前記操作内容が第１条件を満たした場合に、特定の
演出を実行可能な特定演出実行手段と、を有する遊技機において、
　前記操作判別手段は、前記第１条件を満たしている状態で前記第１条件とは異なる第２
条件を満たす操作内容を判別可能であり、
　前記特定演出実行手段は、前記操作内容が前記第２条件を満たしている場合に、前記特
定の演出を第１期間毎に実行可能であり、
　前記遊技機は、前記第２条件を満たしている状態で可変条件が成立した場合に、前記特
定演出実行手段により実行される前記特定の演出の実行間隔を、前記第１期間とは異なる
第２期間へと可変可能な期間可変手段を有することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　判別条件の成立に基づいて判別を実行する判別手段と、
　その判別手段による判別の結果が特定判別結果である場合に、遊技者に特典を付与可能
な特典付与手段と、を有し、
　前記可変条件は、前記判別手段の判別結果に基づいて成立し得るものであることを特徴
とする請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記操作判別手段により、前記第２条件を満たす操作内容であると判別されたことを報
知可能な報知手段を有することを特徴とする請求項１または２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記操作手段の操作を有効に判別する有効期間を設定する有効期間設定手段と、
　その有効期間設定手段により設定された有効期間の残期間を判別する残期間判別手段と
、を有し、
　前記可変条件は、前記残期間判別手段により判別された前記残期間が第１残期間である
場合よりも、前記第１残期間よりも短い第２残期間である場合のほうが成立し易いもので
あることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の遊技機。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機において、操作手段（例えば、操作ボタン）を用いた操作演出が
実行される遊技機が知られている（特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技者が操作可能な操作手段と、
その操作手段への操作内容を判別可能な操作判別手段と、その操作判別手段により判別さ
れた前記操作内容が第１条件を満たした場合に、特定の演出を実行可能な特定演出実行手
段と、を有し、前記操作判別手段は、前記第１条件を満たしている状態で前記第１条件と
は異なる第２条件を満たす操作内容を判別可能であり、前記特定演出実行手段は、前記操
作内容が前記第２条件を満たしている場合に、前記特定の演出を第１期間毎に実行可能で
あり、前記遊技機は、前記第２条件を満たしている状態で可変条件が成立した場合に、前
記特定演出実行手段により実行される前記特定の演出の実行間隔を、前記第１期間とは異
なる第２期間へと可変可能な期間可変手段を有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、判別条件の成立に基づいて
判別を実行する判別手段と、その判別手段による判別の結果が特定判別結果である場合に
、遊技者に特典を付与可能な特典付与手段と、を有し、前記可変条件は、前記判別手段の
判別結果に基づいて成立し得るものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項３記載の遊技機は、請求項１または２記載の遊技機において、前記操作判別手段
により、前記第２条件を満たす操作内容であると判別されたことを報知可能な報知手段を
有する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項４記載の遊技機は、請求項１から３のいずれかに記載の遊技機において、前記操
作手段の操作を有効に判別する有効期間を設定する有効期間設定手段と、その有効期間設
定手段により設定された有効期間の残期間を判別する残期間判別手段と、を有し、前記可
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変条件は、前記残期間判別手段により判別された前記残期間が第１残期間である場合より
も、前記第１残期間よりも短い第２残期間である場合のほうが成立し易いものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項１記載の遊技機によれば、遊技者が操作可能な操作手段と、その操作手段への操
作内容を判別可能な操作判別手段と、その操作判別手段により判別された前記操作内容が
第１条件を満たした場合に、特定の演出を実行可能な特定演出実行手段と、を有し、前記
操作判別手段は、前記第１条件を満たしている状態で前記第１条件とは異なる第２条件を
満たす操作内容を判別可能であり、前記特定演出実行手段は、前記操作内容が前記第２条
件を満たしている場合に、前記特定の演出を第１期間毎に実行可能であり、前記遊技機は
、前記第２条件を満たしている状態で可変条件が成立した場合に、前記特定演出実行手段
により実行される前記特定の演出の実行間隔を、前記第１期間とは異なる第２期間へと可
変可能な期間可変手段を有する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　これにより、遊技の興趣を向上することができるという効果がある。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効果を奏す
る。即ち、判別条件の成立に基づいて判別を実行する判別手段と、その判別手段による判
別の結果が特定判別結果である場合に、遊技者に特典を付与可能な特典付与手段と、を有
し、前記可変条件は、前記判別手段の判別結果に基づいて成立し得るものである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　これにより、遊技者が遊技に早期に飽きてしまうことを抑制することができるという効
果がある。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項３記載の遊技機は、請求項１または２記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効
果をそうする。即ち、前記操作判別手段により、前記第２条件を満たす操作内容であると
判別されたことを報知可能な報知手段を有する。これにより、第２条件を満たした場合に
おいて、遊技の興趣を向上することができるという効果がある。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項４記載の遊技機は、請求項１から３のいずれかに記載の遊技機の奏する効果に加
え、次の効果を奏する。即ち、前記操作手段の操作を有効に判別する有効期間を設定する
有効期間設定手段と、その有効期間設定手段により設定された有効期間の残期間を判別す
る残期間判別手段と、を有し、前記可変条件は、前記残期間判別手段により判別された前
記残期間が第１残期間である場合よりも、前記第１残期間よりも短い第２残期間である場
合のほうが成立し易いものである。これにより、遊技の興趣を向上することができるとい
う効果がある。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】２９６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【２９６９】
　遊技機Ａ１からＡ８，Ｂ１からＢ９，Ｃ１からＣ９，Ｄ１からＤ１２，Ｅ１からＥ６，
Ｆ１からＦ１６，Ｇ１からＧ１１，Ｈ１からＨ１０，Ｊ１からＪ９，Ｋ１からＫ１２，Ｌ
１からＬ９，Ｍ１からＭ７，Ｎ１からＮ１２，Ｐ１からＰ６およびＱ１からＱ１７のいず
れかにおいて、前記遊技機はパチンコ遊技機とスロットマシンとを融合させたものである
ことを特徴とする遊技機Ｚ３。中でも、融合させた遊技機の基本構成としては、「複数の
識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示する可変表示手段を
備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の変動が開始され
、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、或いは、所定時間経過す
ることにより、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確定識別情報が特定識別情
報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態
発生手段とを備え、遊技媒体として球を使用すると共に、前記識別情報の動的表示の開始
に際しては所定数の球を必要とし、特別遊技状態の発生に際しては多くの球が払い出され
るように構成されている遊技機」となる。
　＜その他＞
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　パチンコ機等の遊技機において、操作ボタンを用いた操作演出として、操作ボタンを所
定期間押下することで、自動的に連打操作が実行される遊技機が知られている（特許文献
１：特開２０１４－１８０３６４号公報）。
　しかしながら、上述したパチンコ機において、更なる興趣の向上が求められていた。
　本技術的思想は、上記例示した問題点等を解決するためになされたものであり、遊技の
興趣を向上することを目的とする。
　＜手段＞
　この目的を達成するために技術的思想１の遊技機は、遊技者が操作可能な操作手段と、
その操作手段が操作されたことに基づいて、信号を出力する信号出力手段と、その信号出
力手段により出力される信号を判別する信号判別手段と、その信号判別手段による判別結
果が第１条件を満たした場合に、特定の演出が実行される第１演出態様を設定する第１設
定手段と、前記第１演出態様が設定されている状態で前記信号判別手段による判別結果が
前記第１条件とは異なる第２条件を満たした場合に、前記特定の演出を第１期間毎に実行
する特定演出実行手段と、前記第１演出態様が実行されている場合に、所定の可変条件の
成立に基づいて、前記特定演出実行手段により実行される前記特定の演出における実行期
間を前記第１期間とは異なる第２期間に可変して設定する期間可変設定手段と、を有する
ものである。
　技術的思想２の遊技機は、技術的思想１記載の遊技機において、判別条件の成立に基づ
いて判別を実行する判別手段と、その判別手段による判別の結果が所定の判別結果である
場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手段と、を有し、前記判別手段の判別の結果に
基づいて、所定の可変条件が成立するものである。
　技術的思想３の遊技機は、技術的思想１または２記載の遊技機において、前記信号判別
手段により前記第２条件を満たしていることを報知する報知手段を有するものである。
　技術的思想４の遊技機は、技術的思想３記載の遊技機において、前記報知手段は、前記
期間可変設定手段により設定される実行期間を案内するものである。
　技術的思想５の遊技機は、技術的思想１から４のいずれかに記載の遊技機において、前
記操作手段の操作を有効に判別する有効期間を設定する有効期間設定手段と、その有効期
間設定手段により設定された有効期間の残期間を判別する残期間判別手段とを有し、前記
信号判別手段は、前記操作手段が所定の第１判別期間の間継続して操作される場合に前記
第２条件が成立したと判別するものであり、前記残期間判別手段により前記残期間が所定
期間と判別された場合には、前記第１判別期間をその第１判別期間よりも短い第２判別期
間に可変する判別期間可変手段を有するものである。
　＜効果＞
　技術的思想１記載の遊技機によれば、遊技者が操作可能な操作手段が操作されたことに
基づいて、信号出力手段により信号が出力され、その出力される信号が信号判別手段によ
り判別される。そして、その信号判別手段による判別結果が第１条件を満たした場合に、
第１設定手段により特定の演出が実行される第１演出態様が設定され、第１演出態様が設
定されている状態で信号判別手段による判別結果が前記第１条件とは異なる第２条件を満
たした場合に、特定演出実行手段により特定の演出が第１期間毎に実行される。さらに、
第１演出態様が実行されている場合に、所定の可変条件の成立に基づいて、期間可変設定
手段により、特定演出実行手段により実行される特定の演出における実行期間が前記第１
期間とは異なる第２期間に可変して設定される。
　これにより、特定演出実行手段が実行されている状態で操作手段を用いた様々な演出を
実行することができ、遊技の興趣を向上することができるという効果がある。
　技術的思想２記載の遊技機は、技術的思想１記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効
果を奏する。即ち、判別条件の成立に基づいて判別手段により判別が実行され、その判別
の結果が所定の判別結果である場合に、特典付与手段により遊技者に特典が付与される。
そして、所定の可変条件が判別手段の判別の結果に基づいて成立される。
　これにより、特定演出実行手段により実行される特定の演出における実行期間により、
判別手段の判別結果を把握することが可能となる。よって、遊技者の操作に基づいて実行
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される特定の演出を注視することになり、遊技者が遊技に早期に飽きてしまうことを抑制
することができるという効果がある。
　技術的思想３記載の遊技機は、技術的思想１または２記載の遊技機の奏する効果に加え
、次の効果を奏する。即ち、信号判別手段により第２条件を満たしていることが報知手段
により報知されるため、遊技者が操作手段を操作し、第２条件を満たした場合において、
特定の演出における実行期間が変更されたとしても、遊技者に違和感を与えることがない
という効果がある。
　技術的思想４記載の遊技機は、技術的思想３記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効
果を奏する。即ち、報知手段により、期間可変設定手段により設定される実行期間が案内
されるため、次に特定の演出が実行されるタイミングを遊技者に案内することが可能とな
る。よって、特定の演出における実行期間が変更されたとしても、遊技者に違和感を与え
ることがないという効果がある。
　技術的思想５記載の遊技機は、技術的思想１から４のいずれかに記載の遊技機の奏する
効果に加え、次の効果を奏する。即ち、操作手段の操作を有効に判別する有効期間が有効
期間設定手段により設定され、その有効期間の残期間が残期間判別手段により判別される
。操作手段が所定の第１判別期間の間継続して操作される場合に第２条件が成立したと信
号判別手段により判別され、残期間判別手段により残期間が所定期間と判別された場合に
は、判別期間可変手段により、第１判別期間がその第１判別期間よりも短い第２判別期間
に可変される。
　これにより、操作手段の操作が有効に判別される有効期間の残期間が所定期間となった
場合に、第２期間に可変された特定の演出が実行されやすくすることができ、遊技の興趣
を向上させることができるという効果がある。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】２９７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【２９７０】
１０　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
２２　　　　　　　　　　枠ボタン（操作手段）
１１３　　　　　　　　　音声ランプ制御装置（操作演出実行手段、演出実行手段、有効
期間設定手段）
Ｓ２１６　　　　　　　　判別手段
Ｓ２１７　　　　　　　　特典付与手段
Ｓ４４１０　　　　　　　特定演出実行手段
Ｓ７０３４　　　　　　　残期間判別手段
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